
開
会
に
あ
た
り
本
会
の
佐
々
木
浩
二
常
務
理
事

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
「今
年
５
月
、
医
療
保
険
制

度
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
健

康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
案
が
成
立
。
国
保
連
合

会
と
し
て
も
、
保
険
者
等
が
取
り
組
む
地
域
住
民

の
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
医
療
費
適
正
化
の
取
り

組
み
を

一
層
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
日
の
協
議

会
が
実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

◎
事
例

・
研
究

ｏ
意
見
発
表

中
国
地
方
各
県
の
市
町
担
当
者
に
よ
る
事
例

・

研
究

・
意
見
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
ヾ́

鳥
取
県
江
府
町
福
祉
保
健
課
主
任
保
健
師
の
宮

脇
圭
子
氏
は
、
国
保
直
診
を
中
心
と
し
た
医
療

・

保
健

ｏ
福
祉
の
連
携
体
制
や
鳥
取
大
学
医
学
部
の

学
生
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
地
域
医
療
研
究
の
効
果
、

地
域
医
療
人
材
育
成
拠
点
施
設

「俣
野
ふ
れ
愛
学

舎
」
の
展
望
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

島
根
県
益
田
市
福
祉
環
境
部
保
険
課
指
導
主
任

の
森
谷
久
美
子
氏
は
、
特
定
健
診
未
受
診
者
へ
の

ハ
ガ
キ
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
健
診
受
診
勧
奨
や
関
連
機

関
と
の
連
携
な
ど
、
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
岡
山
市
保
健
福
祉
局
保
健
福
祉
部
国
保

年
金
課
主
任
保
健
師
の
山
吹
美
紀
氏
は
、
国
保
の

医
療
費
分
析
で
得
た
知
見
を
も
と
に
、
「腎
機
能
低

下
の
予
防
」
を
新
た
な
視
点
に
盛
り
込
ん
だ
国
保

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
保
健
指
導
の
取
り
組
み
を
発
表
。

山
口
県
光
市
健
康
増
進
課
課
長
の
柏
木
裕
美
氏

は
、
光
市
の
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成

ｏ
活
用
し
た
健
康
習
慣
づ
く

り
活
動
や

「光
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
記
録
帳
」
に

よ
る
自
己
管
理
の
推
進
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
広
島
県
三
原
市
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉

課
保
健
師
の
十
柴
』具
帆
氏
が
、
三
原
薬
剤
師
会
と

連
携
し
、
特
定
健
診
未
受
診
者
を
対
象
に
薬
局
で

糖
尿
病
リ
ス
ク
測
定
を
行
い
、
受
診
勧
奨
や
生
活

習
慣
の
指
導
を
委
託
実
施
す
る
取
り
組
み
や
三
原

▲嘔
ゞ

市
医
師
会
と
連
携
し
た
糖
尿
病
予
防
教
室
に
つ

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
大
学
大
学
院
医
系
科
学
研
究
科

成
人
看
護
開
発
学

教
授
森
山
　
美
知
子
氏

森
山
氏
は

「医
療

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
質

と
量
を
適
切
に
保
ち
、
か
つ
国
民
の
健
康
寿
命
の

延
伸
と
費
用
抑
制
を
両
立
し
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
堅
持
し
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
論
が
あ
る

の
か
」
と
い
う
問
題
提
起
に
対
し
、
政
府
の
進
め

る
視
点
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
本
質
や
役
割
を
挙
げ
、
「デ
ー
タ

解
析
に
よ
り
地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
対

中国地方5県から保険者が集まり、健康寿命の延伸に向けたさまざまな活動につ

いて検討しました

|
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い  事例を報告された中国地方5県の市町担当者
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研究協議会

生

砧
コ|コ
自
慣
ン丙
予
防
●

健
康
つ

く
り
の

推
進
に
同
け
て

曜壁雪甕昌目■■■」■■鵬睡



● (

● 〈

策
を
講
じ
た
り
、
高
齢
者
の
健
康
状
態
を
把
握
し

て
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
接
続
し
た
り
す
る
な

ど
、
保
険
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を
発
揮
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
デ
ー
タ
の
重
要
性
が
一
層
高
ま
っ

て
い
ま
す
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
呉
市
の
協
力
を
得
て
森
山
氏
ら
が
平

成
２２
年
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
レ
セ
プ
ト

◆
健
診

デ
ー
タ
を
分
析
。
明
ら
か
に
な
っ
た
医
療
費
の
構
造

と
実
態
を
紹
介
さ
れ
、
国
保
に
お
け
る
高
額
医
療

費
使
用
者
の
特
長
と
し
て
、①
人
工
透
析
等
を
含
む

複
数
の
合
併
症
を
有
す
る
特
定
疾
病
、②
高
額
な
薬

剤
や
特
定
入
院
料
の
利
用
、③
高
度
医
療
を
要
す
る

血
液
ガ
ン
、
④
高
度
救
命
処
置
の
実
施
、
と
大
き
く

四
つ
に
分
類
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
森
山
氏
は

「後
期
の
高
額
医
療
費
使
用
者

は
複
数
の
慢
性
疾
患
を
有
し
、
合
併
症
を
発
症
し
て

い
る
人
が
多
く
、
入
院
期
間
が
長
い
の
が
特
徴
。
基

礎
疾
患
の
適
切
な
治
療
と
管
理
で
、
高
度
救
命
処

置
や
頻
回
の
入
院
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
重
症

化
予
防
や
専
門
的
な
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
重
点

を
置
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
」
な
ど
、
多
角
的

厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
介
護
連
携
政
策
課

医
療
費
適
正
化
対
策
推
進
室

室
長
補
佐
　
　
一果
　
差
口憧
阿
氏

東
氏
は
、
２
０
４
０
年
頃
に
は
１
０
０
歳
以
上

の
高
齢
者
が
３０
万
人
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
る
超

高
齢
社
会
の
到
来
や
高
齢
者
像
の
変
化
を
デ
ー
タ

で
示
し
、
「人
生
１
０
０
年
時
代
を
活
力
あ
る
も
の

と
す
る
鍵
は
健
康
。
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た

予
防

・
健
康
づ
く
り
は
国
の
重
要
施
策
で
あ
り
、

２
０
４
０
年
ま
で
に
男
女
と
も
に
健
康
寿
命
を
３

年
以
上
延
伸
し
て
、
７５
歳
以
上
に
す
る
こ
と
を
目
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化

予
防
、
３
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
推
進
、
こ
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
改
革
に
つ
い
て
進
捗
状
況
、
好
事
例
、
見
直

し
箇
所
や
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
最
新
デ
ー
タ
を

交
え
詳
述
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
４
０
年
を
展
望
し
た
国
の
政
策
課

題
や
Ｐ
Ｈ
Ｒ
（生
涯
型
電
子
カ
ル
テ
）
の
活
用
推

進
、
ナ
ッ
ジ
等
を
活
用
し
た
健
診
受
診
勧
奨
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
健
康
寿
命
延
伸
プ
ラ
ン
、
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
９
、
国
民
健

康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
も
概
要
を
説

明
。
「今
後
は
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
な
実
施
な
ど
の
取
り
組
み
も
必
要
で

す
。
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
を
踏
ま
え
た
取
り

組
み
も
求
め
ら
れ
ま
す
」
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

データヘルスの重要性やAlを活用した
最新のシステムを説明された森山氏

健康寿命を延伸するためのさまざまな

施策や進捗状況を解説された東氏
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シ
ｒ
′ヽ
‥ま

た
、
広
島
大
学
研
究
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て

開
発
中
の
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

作
成
支
援

・
保
健
指
導
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

「現
時
点
で
は
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
等
か
ら
個
人
が

ど
の
階
層
に
属
し
て
い
る
か
を
Ａ
Ｉ
が
分
析
し
、
そ

の
結
果
と
医
師
や
看
護
師
の
認
識
が
ほ
ぼ

一
致
す
る

レ
ベ
ル
ま
で
確
認
で
き
て
い
ま
す
」
と
解
説
さ
れ
、

シ
ス
テ
ム
の
概
略
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。


